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Ⅰ研究の成果(1000字 程度)

(図表 も含めて分か りやすく記入の こと)

本研究は、新規な細孔性 ネットワーク錯体 を構築 し、その特異的なゲス ト包接を見出す

ことを目的 として行ったものである。一般的に結晶内に形成されるチャンネルは同一であ

り、すべてのチ ャンネルで、同一のゲス ト包接挙動 を示す。2種 類のチャンネルが結 晶中に

存在す るな らば、それ らが異なる2つ のゲス ト分子をそれぞれ別 々に包接する可能性があ

り有用な材料 とな りえる。

ZnI2の メタ ノール溶液 を トリアジン配位子(1)と トリフェニ レン(2)の ニ トロベ ンゼ

ン/メ タ ノ ー ル 溶 液 に 拡 散 す る こ と で 、 黄 色 結 晶

{[(ZnI2)3(1)2(2)･x(nitrobenzene)･y(methanol)}z(3;x=ca4, y=ca2)を 収

率54％ で得 た。単結 晶X線 構 造解析 の結果 、相 互貫 通 した 構造 を と

って いた(図1a)。 また、骨格 内 に芳香 環 ス タ ッキ ング(1･･2･･1･･2･･)

が 観測 され た(図1b)。 さ らに、2つ の 形状 お よび環 境 の 異な るチ ャ

ンネル(Aお よ びB)を 有 して い るこ とが 明 らか にな った。

それ らのチ ャンネルに異なるゲス ト分子 の混合物(ナ フタ レンおよび シクロヘキサ ン)

か ら、それぞれが好むゲス ト分子を取 り込む特異的なゲス ト包接 を明 らかにした(図2)。
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